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１ 足立区教育委員会事務の点検・評価の概要      

（１）目 的 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条の

規定に基づき、足立区教育委員会は自らの権限に属する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価を実施し、その結果を公表することで、区民への説明責任を果たすとともに、

効果的な教育行政を推進することを目的としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）点検及び評価の方法 

ア 教育委員会の所管する事務全般について、行政評価制度に基づく自己評価（各部の評

価及び庁内評価委員会の評価）や区民評価委員会による評価を行った。 
 

イ 行政評価、事務事業評価に加えて、平成２９年度は「学校図書館の活用について」を

テーマとして別に選定し、教育委員会委員に意見をいただいた。 

＜平成２９年度教育委員会委員＞ 

葉養 正明 教育長職務代理者 

杉田 直子 委員 

小池 康之 委員 

浅井 えり子 委員 

（３）公 開 

この報告書は足立区議会へ提出し、区民に公表する。 

 

 

（参考）地方教育行政の組織及び運営に関する法律 
 (教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等 )  

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務 (前条第一項の規定によ
り教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務 (同条第四項の規
定により事務局職員等に委任された事務を含む。)を含む。)の管理及び執行の状
況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議

会に提出するとともに、公表しなければならない。  
２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経

験を有する者の知見の活用を図るものとする。  
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２ 学校図書館の活用について             

（１）テーマ 

新学習指導要領を踏まえ、学校図書館を「読書の場」「学習の場」としてバランスよく

活用していくための環境整備等をどう進めるべきか。 

 

（２）教育委員会委員の意見 

ア 読書の場としての活用 
言語能力、表現力、好奇心、語彙力、読解力、想像力、情緒といった力を育んでいく

ため、多くの本が子ども達に読まれることが必要である。 
 

イ 学習の場としての活用 

  探求心、調べる力、情報選択・活用力、問題解決能力、主体性といった力を育んでい

くため、図書資料を活用した調べ学習を充実させることが必要である。 

 

ウ 環境整備について 

（ア）蔵書の内容 

・ 蔵書の量や配架については、全国の学校に見られる風景とほとんど違いがなく、

ごく一般的な水準と思われる。 

・ 相対的に文学が多く、調べ学習用の図書が少ない傾向だが、読書習慣が身につい

てない児童・生徒が多い状況では、平易な文学類を充実させておくことは有効。 

・ 調べ学習には百科事典等が必要だが、整備されていない学校も多いので、公共図

書館との連携が不可欠である。全校一律ではなく、希望する学校に希望する本が

公共図書館から支援されれば、活用も進むと思われる。 

（イ）蔵書の配架 

・ 授業の内容と図書の配列の仕方との関係が見えにくい。低学年・中学年・高学年

に分けた配列や教科書のいくつかのトピックに対応した配列など、工夫があると

よい。 

・ 調べ学習を進める場合、どの個所に調べ物に対応した図書が備わっているか、図

書館の活用の仕方などが掲示されているとよい。 

・ 配架されている図書一冊一冊を手に取ると、どの図書も読めば知力を高めるのに

役立つものばかりと感じる。読書量に課題があるとすれば、図書の選定というよ

りも配架の仕方など児童・生徒の関心に合っていないのではないか。 

・ 配架が十進分類法になっていない学校もあるが、公共図書館との連携を前提とす
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れば、徐々に十進分類法に従った配架に近づけていくことが必要である。 

・ 子ども達が関心を示すタイムリーな蔵書も不可欠。2020年の東京オリンピック・

パラリンピックに向けてコーナーが設けてあったのはよかった。 

・ 「命」をテーマにしたコーナー（人権尊重、いじめ防止、若者の自殺防止など）

を設け、足立区の学校図書館の特色としたい。公共図書館にもそうしたコーナー

があるとよい。 

・ 配架の仕方について、子ども達と共に取り組む活動も有効である。 

（ウ）その他 

・ 休み時間に図書館を自由に利用できたり、本の貸し出しができると、さらに貸し

出し冊数が伸びる。 

・ 配架の仕方の工夫に加え、さらに改善を進めるという視点に立てば、学年段階に

応じた空間の活用の仕方の工夫も有効である。 

（３）学校図書館の活用を進めるための今後の方針 

ア 蔵書等について 

・ 相対的に文学が多い蔵書構成を活かし、児童・生徒の読書のきっかけや読書習慣づ

くりにつなげていく。 

・ 調べ学習に必要な図書は、自校の図書館の中だけでの充足を考えるのではなく、公

共図書館の図書資料も連携の中で活用していく。 

・ 児童や生徒が公共図書館を利用する際に戸惑わないよう、十進分類法による配架を

各校に推進していく。 

・ 配架の工夫、タイムリーなテーマ展示をさらに促進する。 

 

イ 活用促進に向けて 

・ 各校の図書館活用計画の進行管理に加え、活用の深まりを測定・評価できるよう工

夫し、学校長等と共有する。 

・ 活用促進に向けて必要な体制については、学校長等と協議しつつ整備を進める。 

・ 公益財団法人図書館振興財団が実施する「調べる学習コンクール」への参加に向け

た教育委員会の態勢を整える。 
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３ 評価委員会による評価                

 

（１）概要 

足立区では、行政評価の客観性を高め、区政の透明化と区政経営の改革・改善を進め

ることを目指し、平成１７年度より公募による区民委員と学識経験者からなる足立区区

民評価委員会（以下「評価委員会」という。）が設置されています。 

今年度の評価委員会では、区長から諮問を受けた「足立区重点プロジェクト事業」に

該当する５１事業と、一般事務事業のうち１１事業について詳細な評価が行なわれまし

た。そのうち、「足立区重点プロジェクト事業」１１事業、一般事務事業２事業が教育委

員会の権限に属する事務となっています。 

また、上記以外の教育委員会が所管するすべての事務事業についても、行政評価制度

に基づく自己評価（各部の評価及び庁内評価委員会の評価）を実施しています。 

 

（２）対象事務事業 

ア 重点プロジェクト事業（１１事業） 

・ 幼児教育推進事業・家庭教育推進事務 

・ 小学校学力定着対策事業 

・ 中学校学力定着対策事業 

・ 学力向上のための講師等配置事業（そだち指導員・生活指導員の配置） 

・ 教員の授業力向上事業 

・ こどもと家庭支援事業（不登校対策支援事業） 

・ 小・中学校給食業務運営事業（おいしい給食の推進） 

・ 放課後子ども教室推進事業 

・ 自然教室事業・体験学習推進事業 

・ 待機児童解消の推進 

・ 養育困難改善事業（児童虐待対策等） 

イ 一般事務事業（２事業） 

・ 学習支援ボランティア事業 

・ 青少年対象の事業および指導者の育成・支援事業 
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（３）評価結果全般 

・ 評価対象１１事業中、区民評価結果（全体評価）が庁内評価結果を下回ったもの

が２事業あったものの、９事業においては双方の評価結果が一致しており、取り

組みへの評価に齟齬はなかった。 

・ 区民評価結果の前年度比では、２事業で上回り、２事業で下回った。 

・ 区民評価委員会の評価の事業への反映結果については、６事業で良好（５段階中

５）、５事業で概ね良好（５段階中４）と、取り組み姿勢を高く評価されている。 

・ 方向性は１０事業、達成度は９事業で概ね良好であり、事業実績についても、全

般的に評価されている。 
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